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Ⅰ．は　じ　め　に

国士舘大学体育学部では、体育学科、武道学科、
スポーツ医科学科において中学校教諭1種免許状

（保健体育）、高等学校教諭1種免許状（保健体育）
を、こどもスポーツ教育学科おいては、保健体育
の免許に加えて小学校教諭1種免許状が取得可能
となっており、校種・教科に応じた教員養成を行
っている。よって本学部では、小学校における各
教科等の指導力ならびに中学校、高等学校におけ
る保健体育科に関わる指導力の育成が求められて
いる。現場で即時に教育実践をできる指導者を育
成するためにも教員養成課程において各教科等の
実践的指導力の質をどのように担保するかが課題
となる。本プロジェクトでは、以下のとおり、大
きく2つの研究主題を設けて、それぞれのテーマ
ごと研究を進めることとした。

研究テーマ1： 体育・保健体育科の実践的指導力育
成に向けた試み（陳・田口・大友・
松井が担当）

研究テーマ2： 体育系教員養成課程におけるICT活
用指導力養成に向けた試み（五十嵐・
三小田・新木が担当）

研究テーマ1を設定した理由としては、教師に
は、教科等に関する専門的知識、広く豊かな教養、
これらを基盤とした実践的指導力等が求められ 
る1）が、国士舘大学体育学部として体育・保健体
育科の実践的指導力をどのように育成するかにつ
いて検討する必要があると考えたためである。体
育授業を通して、児童生徒に運動・スポーツ及び
健康・安全に関する内容を適切に指導できる人材
を輩出するため、国士舘大学体育学部が現在有す
る体育科教育学に関する英知を結集し、体育・保
健体育の指導者養成に向けてどのようなアプロー
チが必要か検討していくこととした。

研究テーマ2を設定した理由としては、現在学
校現場では、GIGAスクール構想に基づき、一人
一台タブレット端末が配布され、ICTを活用した
教育実践が盛んに行われていることから、体育系
教員養成課程において ICT活用指導力をどのよ
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うに育成するか検討する必要があると考えたため
である。すでに、藤井ら2）の研究を通して、学生
へのアンケート調査の結果に基づき、ICT活用指
導力の育成に向けた指導の視点について検討し、
教員養成課程での指導に関する知見を得ることが
できている。よって、研究テーマ2では、藤井ら2）

の研究で浮き彫りとなった課題についてさらに追
究することとした。

本プロジェクトの目的は、体育・保健体育科の
実践的指導力ならびに ICT活用指導力養成に着
目し、国士舘大学体育学部として、現場で即戦力
となる教員を養成するため、それらの有効な手立
てや取り組みを検討することである。なお、本稿
では、主に研究テーマ1の「体育・保健体育科の
実践的指導力育成に向けた試み」に関するプロジ
ェクトの報告（現段階での進捗状況ならびに今後
の展望）を中心に記すこととする。研究テーマ2
の「体育系教員養成課程における ICT活用指導
力養成」に関する成果については、同研究所報の
別稿に詳細な成果等を掲載しているので、そちら
を参照されたい。

Ⅱ．方　　法

体育・保健体育科の実践的指導力育成に向けた
研究を進めるに当たり、本稿では、主に以下の2
点に迫ることとした。

① 実践的指導力の育成に向けたアプローチに関
する具体的な手法

② 体育・保健体育を指導する上で必要となる資
質・能力について

先述のとおり、教員養成段階では、小学校（体
育科）、中学校・高等学校（保健体育科）におけ
る実践的指導力の育成に向けた多様なアプローチ
を実践していく必要がある。その一つの方法とし
て、模擬授業の実施が挙げられる。模擬授業は、
教育実習を除けば教員養成において、実践的指導
力を身に付ける唯一の場であり、学生が授業づく
りを通して具体的な教材研究の仕方を学び、その

成果を振り返り授業改善の視点を明確にする貴重
な機会であると考えられる。よって、本学部にお
いて、体育・保健体育科に関わる模擬授業を取り
上げている科目をシラバスに基づき明確にするこ
ととした。

一方で、体育・保健体育の指導力を育成するた
めには、その指導者に求められる資質・能力を明
確にし、それらを教員養成段階でどの程度身に付
けていたかを検証する必要があると考えられる。
よって、本稿では、体育・保健体育を指導する上
で必要となる資質・能力について文献等を用いて
検討することとした。

Ⅲ．結果及び考察

１． 体育・保健体育科の模擬授業を取り上げてい
る科目について

本学部において、体育・保健体育科に関わる模
擬授業を主に取り上げている科目をシラバスに基
づき選定したところ、体育学科開講科目「教職特
別講座Ⅳ」（3年次・春期開講）、「教職特別講座Ⅴ」

（3 年次・秋期開講）及びこどもスポーツ教育学
科開講科目「保健体育科指導法Ⅰ」（3 年次・ 秋
期開講）、「保健体育科指導法Ⅱ」（3 年次・ 春期
開講）を挙げることができた。

図1は、体育学科3年生対象の「教職特別講座
Ⅴ」の 15 回の授業の流れについて示したもので
ある。本科目は、体育学科の学校体育コースの必
修科目として位置づけられ、主に中学校・高等学
校の保健体育科に関する指導案作成及び模擬授業
を実施する科目である。

図2は、体育学科3年生対象の「教職特別講座
Ⅳ」ならびにこどもスポーツ教育学科3年生対象
の「保健体育科指導法Ⅱ」の 15 回の授業の流れ
を示したものである（科目名は、異なるが同様の
シラバスを用いて授業が展開されている）。これ
らの科目は、保健体育科（保健）に関する指導案
作成や模擬授業を実施する科目である。

図3は、こどもスポーツ教育学科3年生及び体
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育学科3年生（体育学科の小学校副免許取得希望
者含む）を対象とした「保健体育科指導法Ⅰ」の
15 回の授業の流れを示したものである。本科目
は、主に小学校体育（運動領域・特に高学年）・
中学校体育分野をターゲットとした指導案作成及
び模擬授業を実施する科目である。「保健体育科
指導法Ⅰ」は、保健体育の教員免許取得に必要な
科目であるが、本科目の履修者は、こどもスポー
ツ教育学科の履修生が多いこと、運動領域に特化
した模擬授業を実施する科目は、こどもスポーツ
教育学科では本科目を中心として実施しているこ
とから、現状、小学校体育を中心とした授業が展
開されている。

科目ごとに授業担当者が異なり、 授業の構成
（理論、指導案作成及び模擬授業などに要する時
間）は様々であるが、4つの科目に共通する点と
して、基本的な学修の進め方が「学習指導要領に
おける目標や内容等についての理解」、「学習指導

案作成」、「模擬授業の実施、模擬授業の成果の振
り返り」の過程を経ていることが明らかになった。
よって、学生が体育・保健体育の指導力を身に付
ける上で、どのような学びを得たかについて調査
するためには、上記4つの科目による模擬授業の
成果を検証することが望ましいと考えた。また、
この調査を通して、複数の校種及び領域に応じた
模擬授業の成果を検証できることが期待される。

２． 体育・保健体育を指導する上で必要となる資
質・能力について

伊藤3）は、保健と体育はともに心身をテーマに
した分野であることから、「保健体育教師は保健
と体育の専門家である」と述べている。このこと
から、体育に関連する「運動・スポーツ・遊びに
関する知識及び技能」 ならびに保健に関連する

「健康・安全に関する知識及び技能」は兼ね備え
ておく必要があると考えられる。また、現在の中
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図１　「教職特別講座Ⅴ」の授業の流れ

図２　「教職特別講座Ⅳ」ならびに「保健体育科指導法Ⅱ」の授業の流れ

図３「保健体育科指導法Ⅰ」の授業の流れ



学校学習指導要領解説保健体育編では、「体力や
技能の程度、性別や障害の有無等にかかわらず、
運動の多様な楽しみ方を共有することができるよ
う留意すること」4）が挙げられていることから、
実際の授業では、単なる知識や運動技術の指導の
みに留まらない学習活動の工夫が大いに必要とさ
れる。よって、児童生徒が体育や保健の学習を楽
しめるように「独創的な授業づくり」をする力も
求められると考えられる。

一方、渡邉5）は、有能な保健体育教師にみられ
る資質・能力として、体育、保健等に関わる幅広
い知識を持つこと以外に「授業や部活動における
事故などに対して適切に対応できる」、「他教科の
教師などと連携協力して教育活動を推進する能力
に優れている」ことなどを示している。よって、

「危機管理能力」や「連携力」といった資質・能
力も必要とされよう。加えて、渡邉5）は、教師に
は「教育者としての使命感」、「子どもに対する教
育的愛情」などが求められるとしており、これら
は、各自治体の教育委員会が採用時に受験生に求
める教師像とも一致するものである。よって、教
育に対する「使命感」、「愛情」及び「情熱」など
は、校種・教科問わず、教育者に求められる普遍
的な資質・能力であるといえよう。さらには、体
育・保健体育という教科の特性を鑑みると、「表
現力（表情、声量等）」、「コミュニケーション能
力」、「リーダーシップ」、「社会性指導力（集団行
動等）」などの資質・能力も必要となると考えら
れる。

以上の点を踏まえながら、体育科教育学を専門
とする4名の大学教員で、体育・保健体育を指導
する上で必要となる資質・能力について合議した
ところ、表1のように検討することができた。

Ⅳ　ま　と　め

本研究では、本学部における体育・保健体育科
の実践的指導力育成に向けた授業科目の整理なら

びに体育・保健体育を指導する上で必要となる資
質・能力の検討に留まったが、今後は、本稿で選
定した各科目における模擬授業の実践を通して、
学生がどのような学びや課題を得たのかなどにつ
いて、アンケート調査を通して把握していく（現
在、調査中である）。引き続き、本テーマの課題
に迫りつつ、国士舘大学体育学部生に体育・保健
体育科の実践的指導力を身に付けさせる手立てを
構築していく次第である。
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表１　 本研究で検討した体育・保健体育を指導する上で
必要となる資質・能力


